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神奈川県北部の中津累層（鮮新統上部〉産出

ホホジロザメ，ヨロイザメ などの化石について

上 野輝弥牛 ・松島義章

Pliocene Shark Remains of Carchαrodon, Carcharhinus 

and Dalatias, from Kanagawa Prefecture, Japan 

Teruya UYENO* and Yoshiaki MATSUSHIMA 

Abstract 

Two teeth of upper right jaws of Carcharodon carcharias ( L1NNArns), a tooth 

of an upper right jaw of Carcharhinus sp., and a tooth of a lower right jaw of 

Dalatias licha (BoNNATERRE), all of which were collected from Late Pliocene beds in 

the northern part of Kanagawa Prefecture, Japan, are described. Molluscan fauna 

yielded with these shark remains are reported, and paleoecological aspects are 

discussed. 

1.はじめに

厚木市北方，丹沢山地の東縁を南流する相模川沿岸には，下部町1新紘一とされている中津

累層が分布する。従来から員化石の産出は知られていたが，今回はじめてサメ矧街化石が

発見されたので共産する員化石類，古環境などに関する諸考察とと もにここに報告する。

中津累居について最初に本格的な調査をおこなったのは鈴木 (1932）である。鈴木は豊

富な員化石を検討し本累層の下部は磯もしく は浅海性堆積物で黒潮の 影響が認められる

が， 上部は水深200～300mの堆積物てーあり，員化石群集は親潮系であるとしている。

その後，小島 (1955）も中津累層の貝化石を精査し，下部層の員化石は他生的なものが

多いこと，黒潮の影響が大きかったことを明らかにしている。一方，中世古，沢井(1950)

は化石有孔虫群集の立場から中津累層を研究し，堆積環境について鈴木 (1932）と同じ結

論をだした。

2. 産出地点と地質概要

サメ類歯化石の産出した地点は，愛甲郡愛川町小沢と津久井郡城山川J1合尾との聞に位置

し， 相模川左岸と小沢部落を流れる通称“貝殻沢”とに挟まれた地域である。ここでは昭

長日本ノレーテノレ神学大学 Nippon Luther Shingaku Daigaku, Tokyo. 
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和40年ごろから大規模な砂利採掘がおこなわれている（第1図〉。

採集地域の模式地質柱状図を第2図に示す。＂F＇津累 層は基繰をなす小仏層1rt-の黒色粘板

岩を著しい斜交不整合で被覆する。

下位より基底磯岩の小沢砂磯岩層と，その上位の神沢砂岩シルト岩互層がみられる。こ

の付近の中津累層水は走向傾斜がNl0°W, 8 °～l0°N Eを示す単斜構造をとる。

サメ類歯化石はL、ずれも中津累層下部の小沢砂機岩層と神沢砂岩シルト岩互居中の3層

準から産出したもので，産出層準は下位より次のようになる。

産出地点①。 ホホジロザメ Carcharodon carcharias の広｜一個を産出した城山町俗

尾の砂利採石場の厚さ1.5～2mの磯岩は， 小沢砂礁岩層 〈以下本文では小沢j冒とよぶ〉
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第 1図 中津累層下部層産サメ類の歯化石産出地点〈×印〉
Fig. 1. A map showing the localities （×） for the fossil shark t巴ethfrom Pliocene beds 
(Lower part of Nakatsu super formatio吋 inKanaga wa Prefecture. 

持中津累層の層序は中世古， 沢井（1950）によると下位より小沢砂磯岩層，神沢砂岩シノレト岩互j雷，

大塚凝灰質泥岩層，塩田凝灰質泥岩層となり，層厚約305加を示す。
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中の上部際岩に相当し， 街化石は1深岩最上部の貝殻が付着した円際と一緒に掘りだされ

た。共産する貝化石については後に述べる。

産出地点①。 もうー｛聞のホホジロザメの歯は，前述の地点より水平距離で、約500m南東

方向に離れた愛川町小沢坂際の砂利採掘場跡の崖から発見されてしも。母岩は青灰色砂質

シル ト岩であり，これは判明砂岩シルト岩互層 （以下神沢屈とよぶ〉の最下部砂質シルト

岩である。採集地点①の産出庖準より数m上方に当る。

メジロザメ属の歯の産出地点①とヨロイザメの産出地点①は， ほぼ同一地点であり，小

沢部落の九浄寺北西方向にあたる砂利採掘場の青灰色砂質シル ト岩中から別々に見つかっ

た。本層準は神沢層のほぼ中部に介在する互層中のシノレト岩である。シルト岩中には保存

の良い員化石が点在する。産l土l地点①の層準から約15m上方↓こ位置している。

第4図 中津累層下部層の
標式地質柱状断面とサメ類
の歯化石産出地点
l，シノレト岩， 2，砂岩， 3，砂
礁岩，4，粘板岩（基盤岩〉，
5，貝化石，6，サメの歯化石

産出地点
Fig. 2. Geologic columnar 

section of lower part of 

Nakatsu super-formation 

and fossil shark teeth 

sites. 1, siltstone; 2, sand-

stone; 3, conglomerate; 

4, slate; 5, molluscan fo-

ssil; 6, localities of fossil 

shark teeth. 
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3. 記載および考察

軟骨魚綱 Chondrichthyes

ネズミザメ目 Lamniformes 

ネズ ミザメ科 Lamnidae 

ホホジロザメ Carcharodon carcharias ( L1NNAEus) (Pl. I, 1 a, 1 b) 

産 地：神奈川県津久井郡城山町檎尾砂利採掘場（北緯35°32' 19＇＇， 東経 139。

19' 37ぺ 海抜約90m〕， 産出地点①

地 層 ．中津累層小沢層 （小沢砂際岩層〉

採集者・因泰器， 所有者： 因泰器

採集年月日： 1973年

本標本は歯根の大部分と前切縁の歯頚付近をわずかに欠く 。 切縁の｝~；歯の大きさが切縁

全体にわたってほぼ等しいこと（岐頭付近はかなり小さLつ， iおの形が正三角形に近いこ

となどの特徴からホホジロザメ属のものと同定した。メジロザメの仲間にもホホジロザメ

と類似したl留を所有するものもあるが，切縁上の鋸1賓の大きさが変異に富んでいることな

どで区別できる。ホホジロザメ属の絶滅種である Carcharodonmegalodonの歯はホ

ホジロザメのものに比べて鋸歯が微細である（上野ほか， 1974.図2）ので区別できる。

本標本は四国八幡浜魚市場で入手した全長15Qcmの雄のホホジロザメの個体の歯と比較

したところ， 右上顎の第5～6番目の歯に似ていた。本楳本において，前切縁はほとんど

第 3図 城山町檎尾の小沢層と神沢層の露頭とホホジロザメの歯化石採集位置〈産出地点①〉．
Fig. 3. Outcrop of the Kosawa formation and Kanzawa formation at Narao, Shiroyama-cho, 

Tsukui-gun, Kanagawa Prefecture (Locality ①）． 
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直線に近く 鋸歯数は約48c欠損部分を3とした〉， 後切縁は］¥I§"頚に近い約対の部分がわず
かに湾入しl蜜頚にむかつて末広がりにのびている。鋸歯は38ある。日交頭］頁～歯冠後端間距

離は36.9mm，歯冠の厚さは12.0脚に達している。外側面はおおむね周平で歯頭のほぼ中央

から歯冠の中央にむかつて一本の浅い溝がのびている。日交頭頂から歯頭中央までの距離で

計測したエナメルの高さは34.Smmである。内側面は歯冠の中央が感りヒっており，日交頭頂

付近もかなり厚みがある。

現生標本のエナメルの高さと全長の比から算出すると（Randall,1973）， 本標本を保持

していた個体は全長約40Qcmほどであったと思われる。

ホホジロザメ Carcharodon carcharias ( LrnNAEus) (Pl. I, 2 a, 2 b) 

産 地神奈川県愛印郡愛川町小沢，小沢坂際の砂利採掘場跡 （北京与35°32' 3ぺ
東経139°19’55ぺ 海抜約60m，産出地点①

地 層 ・中津累層神沢層 （神沢砂岩シルト岩互層〉

採集者因泰器， 所有者・因泰器

採集年月日 ・1970年

木標本は右上顎の第5～6番目の歯であり，歯冠も歯根も完全な標本である。外形は後

切縁の方向にやや傾斜した正三角形じ近L、。ホホジロザメと同定した根拠は前述の産出地

点①の標本の場合と同様である。前切縁はごくわずかにまるみを帯びて膨出しており，そ

の長さは34.Smmである。後切縁は長さ32.2mmで歯頚に近い約%がわずかに湾入して末広が

りに歯頚に達しており，鋸歯数は37である（なお鋸歯数の算定においては比較的に小さい

ものも数え，数えられる最大の数をとった〉。歯冠外側面はほぼ鳳平であるが歯頚付近に

は4～5木のしわのような浅い溝がある。日交頭頂から歯頚ほぼ中央までで計測したエナメ

ルの高さは27.4mmである。内側面は中央が盛り上り， lお冠の最大の厚みは10.0仰である。

歯恨の最大l隔は30.lmmてボある。歯根の高さは前端と後端の部分をのぞいてほぼ一様であ

る。産出地点①と①のホホジロザメの歯は同じ右上顎の5～6番目の歯に当るとみなされ

るにもかかわらず，外形において若干の相違が認められる。この相違に関しては，現生の

ホホジロザメにおける個体変異の実態、が個体発生的変異とともに明らかにされなければ言

及できないが，おそらく個体変異であると推察される。

現生標本のl密のエナメルの高さと全長の比から算出すると（Randall,1973），本標本も

保持していた個体の全長は約35Qcmほどであったと思われる。

メジロザメ科 Carcharhinidae 

メジロザメ属の一種 Carcharhinus sp. (Pl. II, 1 a, 1 b) 

産 地 ：神奈川県愛甲郡愛川町小沢九浄寺北西砂利採掘場 （北京章35°32' 14ぺ 東経

139" 19’45＂海抜約80m）産出地点①

地 層 ．中津累層神沢層 （神沢砂岩シル ト岩互層〉

採集者．星笠守之，神奈川県立博物館へ寄贈， KPMG-3066

採集年月日 ：1974年3月

本標本は右上顎第 31~·であ っ て，歯冠は完全であるが歯根の大部分が欠損している。 外

形はほぼ三角形で，切縁に鋸歯が発達している。前切縁は直線状であるがわずかに中央部

が湾出しており， l者頚から%の所から歯頚にかけて膨出部分が認められる。前切縁の鋸歯

45 
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数は45であり，日交頭］頁～歯頚前端間距離は13.1仰である。後切縁はやはり岐頭から歯頚に

むかつて%の所までは直線状であるが，%の所から歯頚にかけて膨出している。鋸歯数は

47で，岐頭頂～歯頚後端間距離は約11.3仰である。歯冠外側面は比較的平坦であるが，内

側面は盛り上っている。内側面の歯頚中央は咳頭頂にむかつて深く突出しており，日交頭頂

と歯頚中央部の最も岐頭頂に近い点の距離は 9.Smmである。メジロザメ属は日本近海にも

種類数が多く，現生の種の実態、すら把握されていないので一個の歯をもとにして種のレベ

ルまで同定することは不可能である。

ツ／ザメ目 Sq ualiformee 

ヨロイザメ科 Dalatiidae 

ヨロイザメ Dala.ias licha ( BoNNATERRE）〔Pl.II, 2a, 2b) 

産 地．神奈川県愛甲郡愛川町小沢九浄寺北西砂利採掘場（北緯35° 32' 14ヘ東経

139° 19' 45ぺ 海抜約80m），産出地点④

地 層 ．中津累層神沢層（神沢砂岩シル ト岩互層〉

採 集 者・井上裕治，神奈川県立博物館へ寄贈， KPNG-3067

採集年月日： 1972年10月

本標本は前述のメジロザメの一種の歯化石とほぼ同一地点より発見されたものので，母

岩の青灰色砂質シルト岩中にふくまれていた。右下顎の第4～8番目あたりの歯である。

ヨロイザメと同定した根拠は歯冠の外形がほぼ三角形で，後切縁の後端に膨出部があるこ

第4図 愛川町小沢の神沢層の露頭とサメ類の歯化石採集位置（産出地点＠と①〕
Fig. 4. Outcrop of the Kanazawa formation at Kosawa, Aikawa cho, Aiko gun, Kanagawa 

Prefecture (Localities①，④〉．
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とと，両切縁に上向きの皇居歯が発達していること，歯根が高く深く二叉していること，歯

冠内側面のエナメル質が二叉している歯根の部分に突出していることなどが挙げられる。

本標本の前切縁の一部が若干破損しているが，歯冠，菌根ともにほとんど完全である。前

切縁は岐頭頂近くでかすかに湾入し，歯頚付近で膨出しているが，それ以外はほとんど直

線である。鋸歯数は25である。日交頭頂～歯頭前端間距離は6.5mmである。後切縁には歯頚

から%ほどの所にわずかな膨出部分がある。鋸歯数は膨出部分をふくめないでおである。

岐頭頂～歯頚後端間距離は5.5mmであり，歯頚の前端～後端間距離は5.5仰である。歯冠の

外側面では中央が高く， 切縁近くで低くなっている。内側面は中央が盛り上っていて厚み

がある。歯冠の基部の後部%は歯根側に大きく突出し， 二叉した歯根の一部をも覆ってい

る。歯根は高く，中央に深い湾内部分があって前後に分れている。歯根外側面の後部は後

隣の歯の歯根と重なる部分で深くえぐられてくぼんでいる。歯頭中央は歯頚両端を結ぶ線

よりわずかに歯根側へ湾出している。歯根の内側面は二叉しており，歯根側に突出した歯

冠のエナメル質に沿って深い溝が発達している。

ヨロイザメは世界の暖海に広く分布しており， 全長lSOcmにも達する。比較的深い海に

生息し， 200m以深から採集された記録が多い。 これまでに世界各地の海域から数種のヨ

ロイザメ属の魚、が記載されてきたが， Bigelowand Schroeder (1946）によれば， 各地の

ヨロイザメの聞に種を分けるような差異はないとのことでヨロイザメは世界で Dalatias

lie ha一種とされている。

4. 共産する貝化石群，および古環境と時代

サメの歯化石と共産する員化石は， 鈴木 (1932), 小島 (1955）による報告と大体同様

な産状を示すが，砂利採掘中のため保存の良い標本が多量に採集できたので特徴的な点に

つき簡単に記す。

小沢層の基底をなす牒岩は， 主に基盤の小仏層群からもたらされた黒色粘板岩の巨大な

角礁とそれを埋める 黄褐色ないし 帯茶褐色粗粒砂からなり， 多量の貝殻片をふくんでい

る。員殻沢では名称の通り豊富な貝殻をふくむ本層が広く露出して不整合面の確認ができ

る。

比較的保存の良い貝類は Glycymerisnakamurai, Chlamys sp., Suchium suchi二

ense, Olivella sp.である。なお， 基盤の黒色粘板岩の表面や巨礁には穿孔貝による穿穴

がかなり多く分布しており， 岩J珠海岸であったことを示す。

産出地点①のホホジロザメ歯化石の産出した城山町橋尾の際岩層中には保存の良い大型

の貝化石が豊富にふくまれている。 とくに目立つ種は両殻の合わさ った Glycymeris

nakamuraiであり，これ以外の主な種は Anadara satowi castellata, M ercenaria 

yokoyamai, Sunetta sp., Suchium suchiense, Polinices didyma, Babylonia 

el atαなどである。数は少ないが Venericardiαραnda,C hlamys miurensis, 51りisula

sachalinensis も共産する。すでに鈴木（1932）が指摘したように黒潮系の掛川動物群

の，とくに大白砂岩層にみられる貝化石群（Tsuchi,1961）と似ており，それに寒流系種

の Sρisulasachalinensisが混合しているが， 鈴木の云うほど寒流系種は多くみられな

L、。この点は現在検討中である。

神沢層のシルト岩中には 両殻の合わさ った二枚貝類 Macoma tokyoensis, Tellina 

sp., Vollsella sp.と保存の良い巻員の Naticasp., Suchium suchienseなどが点在
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する0 lif・積状況から判断して本層中の貝類l品、ずれ現地性±tt積物と考えられる。しかし，
上部に介在する比較的側方向へ連続する厚さ約Imの礁岩中には密集して産出する Do-

sinz・ajaponica, Solen gouldi, Pecten sp., Suchium suchienseなどがあり，その

産状や殻の保存状態などから異地性l{:E積物のようであり，これらの種の生息環境ーから推測

して， 生息地から比較的近い場所へ際と共に運搬され堆積したものと考えられる。

今回の限られた地点から得られた資料は，中津累層下部層の堆積時の環境を類推するの

には必ずしも充分でないが，簡単にまとめると次のようになる。

中津累層基底の小沢層堆積当時は，基鍛岩や基底巨磯の表面にみられる穿孔の生痕化石

や岩礁性貝化石の共産から，これらの貝類の生息する岩礁海岸の発達する環境にあったと

考えられる。砂際岩層中の貝化石は，外洋＊の影響にある潮間帯から上部浅海底哨・の砂質

底に生息する種が優勢である。

千1f1沢層地積期になると上部浅海常に生息する外洋性種が目立ち，現地性堆積を示すこと

から，小沢層堆積期よりは相対的に海面が上昇し，水深がやや深くなって沖合に位置して

し、たものと考えられる。しかし，上部に挟まれる牒岩中には潮間帯に生息する種がかなり

みられる。

小沢層，神沢居中の貝化石群には，すでに述べたごとく，鈴木 （1932）が指摘したほど

の特徴的な寒流系種はふくまれず，むしろ黒潮系動物群〈掛）II動物群〉の東北方延長と云

える。この点は小島 (1955）の結論と同様である。しかも，今回のホホジロザメやヨロ イ

ザメの化石はこの結論を支持している。 しかし，S戸su:a など寒流系が少量ふくまれて

し、ることも事実である。現在， 黒潮は銚子付近まで優勢で，これ以北では沿岸域を離れて

しまう。一方， 親潮は鹿島灘付近まで沿岸j品、にかなり強く南下しているが，銚子以南で

は表層水下に潜って弱まる。 Spisula sachalinensisの南限もこの付近であることが明

らかにされている（Kurodaand Rabe, 1952）ことなどから考えれば， 丹沢山地東館の

本地域の海況は，大胆に推測して，現在の銚子付近から鹿島灘にかけての環境に近かった

ものということもできょう。

中津累層下部層の年代について鈴木(1932）は貝化石から鮮新世前期とした。池辺(1948)

はH1 c鮮新世古期〉およひやH2Cf!t手新世新JJJJ)に相当すると考えている。 中世古，沢井
(1950）は有孔虫より Hlの上部として房総半島の上総層群黄和田層や，一部の資料から三

浦半島の上総層群大船層 〈三梨，1973）に対比できるとしているが，いずれも確証できる

ほどの資料が整っていなし、。近接する三浦半島，多摩丘陵に発達する三海層群，上総層群

には中津累居 下部層にみられるような岩相や貝化石併がなく，いずれも主に外洋性下部浅

海性地積物で占められ，中津累層 下部層の示す化石群集とは大変に内容の異った群集 （例

えば Shikamaand Masujima, 1969, Shikama, 1973）が分布している。むしろ貝化

石鮮集からは現在のと ころ掛川層群の大日砂岩層と対比しておくのが妥当と考えられる。

最近，池辺ほか (1973),池辺ほか （1974）は掛川層鮮を鮮新世から洪積世前期として

L、る。この試案にしたがえば，＂ i=＇津累層下部層はf!¥j：新t！±後期となる。

5. お わりに

今回報告する中津累層産のサメ類は大型ないし中型の外洋性のサメであるが，沿岸まで

近ずくことも知られている。とくにホホジロザメは人喰いざめとよばれ，世界各地の暖海
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に分布しているとう猛な種であるが，オース トラリ ア周辺を除いてその数は多くない（Bi-

gelow and ~ chroeder, 1948）。 日本においては，これまでホホジロザメの歯と Careha-

rod:nz mega odonあるいは C.sutcidensのl習がかなり混乱して報告されているよう

であるが，ホホジロザメの時代的な下限，C.megalodonや C.sulcidensの上限など

を厳密に調査し直す必要がある。

ヨロイザメの化石は日本においてこれまでに中新世の瑞浪層群から報告されているにす

ぎない（糸魚川，西本， 1974）。 しかし未発表の標本コ レクションにふく まれているもの

もあるので，今後の研究により， l時代による変異の実態が明らかにされてくるであろう。
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図版説明

Plate I. 神奈川県上部鮮新統産ホホジロザメ Carcharodoncarcharias (LINNAEUS）化石

I，右上顎第5または6番目の歯，産出地点①．外側面（1b），内側面 （1a), x 1. 6 

2，右上顎第5または6番目の歯．産出地点②，外側面（2b），内側面（2a), x 1. 6 

Plate I. Fossil tooth of Carcharodo悶 carcharias(LINNAEUS) from Late Pliocene beds 

Kanagawa Prefecture. 

Fig. 1. Fifth or sixth tooth of a right upper jaw, outer surface (lb), and inner surface 

(1 a〕× 1.6 

Fig. 2. Fifth or sixth tooth of a right upper jaw, outer surface (2b), and inner surface 

( 2 a）， ×1. 6 

Plate II. 神奈川県上部鮮新統産サメ類の歯の化石

Fig. 1. メジロザメ属 Carcharhinusの一種の右上顎第3歯，産出地点①． 外側面（1 b), 

内側面〔1a）， ×4.4 

Fig. 2. ヨロイザメ Dalatiaslicha (BONN A TERRE）の右下顎第4～8番目あたりの歯，産出

地点①， 外側面（2b），内側面（2a),X6.5 

Plate II. Fossil shark teeth from Late Pliocene beds in Kanagawa Prefecture. 

Fig. i. Third tooth of a right upper jaw of Carcharhinus sp., outer surfac巴（1b), 

and inner surface ( 1 a), x 4. 4 

Fig. 2. Fourth～eighth tooth of a right lower jaw of Dalatias licha(BoNNATERRE), outer 

surface ( 2 b), and inner surfac巴（2 a) x 6. 5 

Plate III. 中津累層下部層産の貝化石（I) Molluscan fossils from Late Pliocene beds (Naka-

tsu super formation) Kanagawa Prefecture (I) 

Fig. 1. Glylymeris nakamurai MAKIYAMA, （×0.8) 

Fig. 2. Anadara satowi costellata MAKIYAMA, （×0.8〕

Fig. 3. Chlamys miurensis (YOKOYAMA〕〔×0.7)

Fig. 4. Venericardiaρanda ( y OKOYAMA) （×1) 

Figs. 5 a～c Sue hi um suchiense (YOKOYAMA), (a, b x 1, c x 0. 8) 

Plate IV. 中津累層下部層産の貝化石（II) Molluscan fossils from Late Pliocene beds (Naka・ 

tsu super formation) Kanagawa Prefecture (II) 

Fig. i. Mercenoria yokoyamai MAKIY AMA （×0.6) 

Fig. 2. Sρisula sachali悶ensis ( SCHRENCK) ( x 0. 6) 

Fig. 3. Burrows in a stale boulder ( x 0. 4) 
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